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　４月８日㈰、春の淡雪の残る中、米沢市立第三中学校入学式が
挙行されました。今年度は希望を胸に１０２名の新入生が入学し
ました。保護者に付き添われ校門をくぐる生徒の顔は、これか
ら始まる中学校での新しい生活へ、期待に胸を膨らませた表情
でした。式では校長先生の式辞、これからの決意をこめた新入
生代表の「誓いの言葉」、生徒会長による「歓迎の言葉」に続き
在校生合唱「明日という日が」の披露がありました。式の最中
は緊張していた顔も、式後の初めての学級活動で担任の先生か
らの話に笑顔を見せていました。これからの３年間、学習に部
活動に精一杯取り組み、充実したものにしてほしいです。
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平
成
24
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
26
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
は
、
今
年
で
34
回
目
と
な
る
恒
例
の
「
き
も
の
議
会
」
と
し

て
開
会
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
報
告
案
件
１
件
を
了
承
、
専
決
処
分
１
件
に
つ

い
て
承
認
、
諮
問
案
件
１
件
に
つ
い
て
同
意
し
た
後
、
市
長
か
ら
平
成
24
年
度

市
政
運
営
方
針
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
29
日
と
３
月
１
日
に
は
、
市
政
運
営
方
針
に
対
し
て
、
７
会
派
の
代
表

質
問
が
行
わ
れ
、
議
案
40
件
及
び
請
願
２
件
を
各
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し

ま
し
た
。

　

２
日
に
は
、
米
沢
市
の
名
誉
市
民
で
あ
り
ま
す
福
王
寺
法
林
氏
の
訃
報
に
接

し
、
市
長
が
報
告
を
行
い
、
副
議
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

６
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
７
日
に
民
生
常
任
委
員
会
、
８
日
に
は
産

業
建
設
常
任
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
き
、
議
案
及
び
請
願
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

５
日
と
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
に
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
き
、
補
正
予

算
６
件
に
つ
い
て
は
、
５
日
に
審
査
を
行
い
、
２
件
が
修
正
可
決
、
４
件
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
各
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
５
日
間
に
わ
た
り
一
般
会
計
予
算
（ 

３
３
４
億
２
０
０
０
万
円 

）
を
中

心
に
、
特
別
会
計
予
算
10
件
（ 

２
０
５
億
１
５
２
３
万
１
千
円 

）
と
企
業
会

計
予
算
２
件
（ 

１
０
８
億
１
２
２
８
万
９
千
円 

）
の
あ
わ
せ
て
13
件
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
特
別
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
、｢

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）｣

、
「
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
」
の
両
案
の
修

正
案
を
可
決
し
、
（
仮
称
）
ま
ち
な
か
歴
史
公
園
に
要
す
る
経
費
の
増
額
補
正

が
減
額
さ
れ
、
他
の
補
正
予
算
４
件
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
、
悪
臭
問
題
特
別
委
員
会
を
開
き
、
当
局
か
ら
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　

最
終
日（
23
日
）の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
報
告
と
悪
臭
問
題
特
別
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
、
平
成
24
年
度
予
算
、
副
市
長
の
選
任
な
ど
の
議
案
35
件
を
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
１
件
、
不
採
択
１
件
と
な
り
、
議
員

発
議
２
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
３
月
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

平成２４年度
一般会計予算

３３４億２，０００万円を可決
３月定例会

―　対前年比6.5％減　―

２月２７日～３月２３日
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米
沢
市
行
財
政
改
革
推
進
市
民

委
員
会
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
、

市
の
人
事
評
価
を
ど
の
よ
う
に
改

革
す
る
の
か
。

〔
総
務
部
長
〕
今
後
の
人
事
評
価

制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
人
材
育
成

を
主
眼
に
、
仕
事
に
取
り
組
む
姿

勢
や
成
果
に
対
し
て
適
正
な
評
価

を
行
い
、
昇
任
・
昇
格
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
で
職
員
の
意
欲
を
引
き

出
す
シ
ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
が
行
う
事
務
事
業
の
収
支
や

目
的
と
成
果
、
達
成
度
合
い
な
ど

を
ま
と
め
た
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

の
導
入
と
行
政
評
価
に
関
す
る
市

の
見
解
は
。

〔
企
画
調
整
部
長
〕
市
民
満
足
度

を
高
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
評
価
は
重
要
な
ツ
ー
ル

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
指
摘
の
事

例
も
含
め
て
現
在
の
評
価
方
法
の

改
善
を
検
討
し
、
よ
り
効
果
的
な

手
法
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
こ

の
少
子
化
傾
向
が
今
後
も
続
く
と

予
測
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
小

中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
米
沢
市
立
学
校
適
正

規
模
・
適
正
配
置
等
基
本
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
答
申
に
基
づ
き

検
討
し
た
う
え
で
議
会
や
市
民
の

皆
様
に
計
画
を
示
し
、
最
終
的
に

は
平
成
24
年
度
の
中
頃
に
は
策
定

し
て
早
い
段
階
で
該
当
地
区
に
ご

説
明
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
機
能
や
民
間
機
能
も
周
辺

市
町
村
と
共
有
し
て
い
こ
う
と
す

る
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

〔
企
画
調
整
部
長
〕
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、
各
自

治
体
が
フ
ル
セ
ッ
ト
で
生
活
機
能

を
整
備
し
て
い
く
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、
密
接
な
関
係
の
あ

る
圏
域
内
で
の
連
携
は
重
要
に
な

る
と
考
え
て
お
り
、
同
構
想
に
つ

き
ま
し
て
は
引
き
続
き
研
究
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

　

地
元
で
頑
張
っ
て
い
る
中
小
企

業
へ
の
支
援
策
や
将
来
を
見
据
え

た
農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て
、
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。　
　

〔
市
長
〕
商
工
観
光
業
に
お
け
る

中
小
企
業
の
安
定
し
た
経
営
や
規

模
拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、
円
滑

な
資
金
運
用
と
調
達
を
行
う
公
的

融
資
制
度
や
信
用
保
証
制
度
な
ど

を
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
振
興

に
つ
い
て
は
、
農
業
の
持
つ
多
面

的
な
機
能
や
食
糧
供
給
の
大
事
さ

を
行
政
が
認
識
し
て
農
業
の
経
営

安
定
化
を
図
り
、
意
欲
的
な
農
業

者
に
対
し
て
は
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
の
こ

の
時
期
に
、
自
主
防
災
組
織
の
必

要
性
を
市
民
に
訴
え
る
べ
き
だ

が
、
そ
の
必
要
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
力
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
の
指
定

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
小
中
学

校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

防
災
機
能
の
整
備
・
強
化
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。　
　
　
　
　
　

〔
総
務
部
長
〕
平
成
23
年
末
現
在

の
自
主
防
災
組
織
率
は
43
・
５
％

と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
組
織
結

成
に
対
し
３
～
７
万
円
の
防
災
資

機
材
の
交
付
支
援
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
組
織
結
成
後
の
防
災

指
導
や
出
前
講
座
、
防
災
訓
練
へ

の
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
食
料
や

水
・
毛
布
・
使
い
捨
て
ト
イ
レ
な

ど
を
２
千
人
分
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
停
電
時
の
電
源
を
確
保
す
る

発
電
機
は
、
高
校
な
ど
を
除
く
市

の
避
難
所
52
ヶ
所
に
配
備
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
次
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
学

校
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

地
域
と
の
結
び
つ
き
を
作
っ
て
い

け
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

病
院
事
業
に
つ
い
て

　

慢
性
的
な
医
師
・
看
護
師
不
足

や
赤
字
体
質
を
打
開
す
る
解
決
策

は
あ
る
の
か
。　
　

　
　　
　
　

〔
病
院
事
務
局
長
〕
外
来
・
管
理

棟
の
建
物
が
築
46
年
を
経
過
し
、

老
朽
化
の
た
め
早
期
の
建
替
え
が

避
け
て
通
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、

市
立
病
院
の
あ
り
方
を
見
直
す
機

会
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
推

移
と
需
要
予
測
を
見
通
し
た
診
療

科
目
や
病
床
規
模
・
経
営
形
態
等

に
つ
い
て
、
市
や
外
部
の
意
見
を

入
れ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防災拠点としてのコミュニティセンター
　　　　　　　　（中部コミュニティセンター）

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

将来人口を踏まえた
　　持続可能な米沢市を目指して

一
いっ

新
しん

会
かい

代表　海
え

老
び

名
な

　　悟
さとる

　議員

代表質問
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ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
に
自
治
基
本
条
例
の

制
定
を

　

人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
元
気

の
あ
る
ま
ち
、
魅
力
の
あ
る
ま

ち
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に
は
人
が

集
中
し
て
く
る
。
地
域
の
将
来
像

を
自
ら
描
き
、
地
域
の
個
性
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に

進
め
て
い
く
自
己
決
定
、
自
己
責

任
の
重
さ
が
拡
大
し
て
く
る
。
ま

ち
づ
く
り
を
、
「
誰
が
」
「
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
や
制
度
に
よ
っ

て
」
「
ど
の
よ
う
に
行
な
っ
て
」

「
市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て

い
く
か
」
と
い
う
基
本
原
則
を
定

め
た
自
治
基
本
条
例
の
制
定
が
必

要
で
は
な
い
か
。

〔
企
画
調
整
部
長
〕
当
面
は
、
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
を
も
と
に
米

沢
市
協
働
推
進
条
例
な
ど
の
施
策

を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
課
題

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
施
策
が
定

着
し
、
市
民
、
市
議
会
、
市
行
政
、

さ
ら
に
は
市
民
団
体
や
事
業
者
等

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
、
相
互
に
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
条
例
制
定
の
前
提

に
な
り
ま
す
。
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
く
、
引
き
続
き
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
避
難
者

支
援
に
つ
い
て

　

放
射
線
量
が
健
康
に
及
ぼ
す
影

料
免
除
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
誘
致
と
滞
在
型

観
光
の
推
進
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
減
少

し
た
観
光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
、

恒
常
的
な
誘
客
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
市
長
〕
本
市
は
、
東
京
首
都
圏

か
ら
２
時
間
ほ
ど
と
い
う
地
理
的

な
利
点
や
、
盆
地
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
気
候
、
景
色
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
観
光
物
産
協
会
を

初
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携

し
、
ま
ち
な
か
歩
き
案
内
人
に
よ

る
ま
ち
歩
き
ツ
ア
ー
の
開
催
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
史
跡
め
ぐ

り
観
光
バ
ス
の
運
行
な
ど
を
継
続

し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
体
験
観
光

を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

に
よ
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
観
光
素
材
の
発
信
な
ど
着

地
型
観
光
を
さ
ら
に
進
め
、
観
光

客
の
滞
留
時
間
を
長
く
す
る
施
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

史跡めぐりツアー『かねたん号』の
出発式の様子

▼
国
や
地
方
公
共
団
体
に
意
見
や

要
望
を
伝
え
る
方
法
の
一
つ
で
、

地
方
議
会
に
対
す
る
請
願
は
、
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
１
名

以
上
の
議
員
の
紹
介
に
よ
り
請
願

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
請
願
書
が
提
出
さ
れ
る
と
議
長

は
こ
れ
を
受
理
し
て
、
直
近
の
本

会
議
に
お
い
て
所
管
の
委
員
会
に

付
託
し
ま
す
。
委
員
会
で
結
論
が

出
さ
れ
た
も
の
は
本
会
議
で
委
員

長
に
よ
り
報
告
さ
れ
、
そ
の
報
告

を
踏
ま
え
最
終
的
な
結
論
（
採
択

か
不
採
択
な
ど
）
が
出
さ
れ
ま

す
。

▼
採
択
さ
れ
た
請
願
は
必
要
に
応

じ
、
そ
の
結
果
を
市
長
や
国
の
機

関
等
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
審
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
請
願
書
の
提
出
者
に

も
通
知
い
た
し
ま
す
。

▼
請
願
書
は
随
時
受
付
し
て
お
り

ま
す
が
、
定
例
会
（
３
月
・
６
月
・

９
月
・
12
月
）
の
召
集
告
示
日
（
定

例
会
開
会
７
日
前
）
の
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
そ

の
定
例
会
で
取
り
扱
う
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
の

　
　
　
提
出
方
法

◎
請
願
と
は

魅力的で住みやすい
　　　　米沢市をつくるために

代表質問

市
し

政
せい

クラブ代表　我
わが

　妻
つま

　德
とく

　雄
お

　議員

響
に
つ
い
て
、
誰
も
は
っ
き
り
し

た
こ
と
が
言
え
な
い
中
、
自
主
避

難
も
含
め
て
多
く
の
方
々
が
本
市

に
避
難
し
て
い
る
。
就
労
、
住

居
、
学
校
、
健
康
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
一
体
的
に
支
援
す
る
体

制
を
整
え
、
避
難
者
が
孤
立
せ

ず
、
不
安
や
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

な
い
で
、
ど
こ
で
も
支
援
を
受
け

ら
れ
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
雇
用
促
進
住
宅
な
ど
の
借
上

住
宅
は
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
提
供
し
て

お
り
、
借
上
げ
期
間
は
原
則
１
年

で
、
県
が
認
め
た
場
合
、
入
居
期

間
を
入
居
許
可
の
日
か
ら
最
長
で

２
年
間
延
長
で
き
る
が
、
現
状
か

ら
考
え
る
と
、
こ
の
期
間
内
に
帰

る
の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
期
間
の
延
長
が
必
要
で
あ
る
が

ど
う
か
。

〔
総
務
部
長
〕
２
月
23
日
現
在
、

本
市
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
方

は
１
２
１
９
世
帯
で
、
３
８
０
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
月
25
日

に
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

の
受
け
入
れ
が
多
い
山
形
、
米

沢
、
新
潟
の
３
市
で
、
避
難
者
の

不
安
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る

た
め
に
、
仮
設
住
宅
の
供
用
期
間

の
延
長
な
ど
も
含
め
て
、
避
難
者

へ
の
配
慮
を
求
め
る
要
望
書
を
３

市
長
が
共
同
で
政
府
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

本
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、
雇

用
促
進
住
宅
に
係
る
駐
車
場
の
除

排
雪
の
実
施
や
、
集
会
所
の
利
用

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
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農
産
物
の
販
売
促
進
と

道
の
駅
に
つ
い
て

　
６
年
後
の
高
速
道
路
完
成
に
向

け
、
道
路
休
憩
施
設
等
整
備
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
昨
年
の
３
月
末
に
山
形

県
知
事
が
東
北
地
方
整
備
局
長
に

（
仮
称
）
米
沢
中
央
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
連
結
許
可
申
請
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度

栗
子
ト
ン
ネ
ル
米
沢
側
出
口
か
ら

米
沢
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
本
線
上
へ
の
道
の
駅
、
も
し
く

は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
設
置
に
つ
い

て
庁
内
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
、
国
土
交
通
省

と
本
線
上
へ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

の
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
年

度
内
を
目
途
に
協
議
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
協
議
の
結
果
を
受

け
て
方
針
を
決
定
し
、
東
北
中
央

自
動
車
道
福
島
か
ら
米
沢
北
間
の

供
用
に
あ
わ
せ
て
の
休
憩
及
び
地

域
振
興
施
設
等
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
、
設
置
場
所
や
事
業
主

体
、
手
法
、
規
模
等
、
事
業
の
具

体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

道
の
駅
施
設
等
で
の
農
産
物
の

販
売
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

併
設
は
。

〔
市
長
〕
東
北
中
央
自
動
車
道
が

完
成
し
ま
す
と
、
都
会
か
ら
東
北

へ
、
東
北
か
ら
都
会
へ
と
車
が
行

き
交
い
ま
す
の
で
、
本
市
を
素
通

り
す
る
の
で
は
な
く
本
市
の
物
を

お
買
い
求
め
い
た
だ
く
、
あ
る
い

は
本
市
の
農
産
物
・
食
材
を
使
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
が
可
能
で

あ
れ
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
こ
れ
ら

の
産
物
や
食
べ
物
を
つ
く
っ
て
い

る
ま
ち
に
お
客
様
が
行
っ
て
み
た

い
と
思
い
、
そ
こ
か
ら
ま
ち
な
か

観
光
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
に

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
産
業
部
長
〕
本
市
で
は
米
沢
の

味
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
初
め
、
四
季
を
通
じ

て
豊
か
な
食
材
が
生
産
さ
れ
、
ま

た
、
す
ぐ
れ
た
発
酵
食
品
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
食
材
を
活

用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
を
道
の
駅
に

併
設
で
き
れ
ば
、
多
く
の
方
々
へ

の
情
報
発
信
が
可
能
と
な
り
、
物

販
と
あ
わ
せ
て
本
市
産
業
の
活
性

化
を
図
る
上
で
も
大
変
有
効
な
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
の
可
能
性
が
見
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
点
で
、

食
材
の
供
給
体
制
や
運
営
方
法
、

規
模
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
生
産
者
や
関
係
団
体
と
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
可

能
か
ど
う
か
、
そ
の
時
点
で
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
な
ど
で
、
元
気

な
農
業
に
で
き
な
い
か
。

〔
産
業
部
長
〕
特
区
の
申
請
に
当

た
っ
て
は
、
ど
ぶ
ろ
く
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
地
域
振
興
に
つ
な
げ

る
か
、
ま
た
、
実
施
主
体
に
つ
い

て
関
係
す
る
機
関
、
団
体
と
十
分

な
協
議
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
の
研
究
課
題
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

松
が
岬
公
園
南
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
施
設

の
今
後
に
つ
い
て
。

〔
教
育
管
理
部
長
〕
現
在
移
転
の

計
画
は
無
い
た
め
、
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
市
と
し
て
は
考
え
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

整備が進む東北中央自動車道
　　　（米沢北インターチェンジ付近）

◎
陳
情
と
は

▼
請
願
と
同
様
、
国
や
地
方
公
共

団
体
に
意
見
や
要
望
を
伝
え
る
方

法
の
一
つ
で
す
が
、
陳
情
書
の
提

出
に
つ
い
て
は
法
的
根
拠
が
な
い

の
で
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
本
市
議
会
で
の
取
り
扱
い

は
、
本
会
議
に
提
出
す
る
か
否
か

提
出
者
の
意
思
を
確
認
し
、
提
出

す
る
場
合
は
請
願
書
に
準
じ
た
取

り
扱
い
と
し
、
提
出
し
な
い
場
合

は
全
議
員
に
配
布
す
る
取
り
扱
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
本
会

議
に
提
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
請
願
書
の
様
式
は
左
記
の
と
お

り
で
す
が
、
請
願
書
・
陳
情
書
を

提
出
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
議
会

事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
提
出
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
米
沢
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

６年後の高速道路完成に
　　　向けて・元気な農業のために

代表質問

自
じ

民
みん

クラブ代表　遠
えん

　藤
どう

　正
まさ

　人
と

　議員

ど
ぶ
ろ
く
特
区
に
つ
い
て

松
が
岬
公
園
南
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

施
設
に
つ
い
て

請 願 名　○○○○○に関する請願
紹介議員　米沢市議会議員　○○○○（自署）
請 願 者
　　住所　〒
　　氏名（押印）
　　電話
年　月　日
米沢市議会議長　宛

請願の要旨又は理由　

請　　願　　書

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh



❻よねざわ市議会だより　第１２３号
平成２４年５月１日

米
よねざわいしんかい

沢維新会代表　髙
たか

　橋
はし

　嘉
か

　門
もん

　議員

周
辺
農
村
地
域
の
居
住

促
進
と
農
振
除
外
の
要

件
緩
和
に
つ
い
て

　
本
市
の
周
辺
農
村
地
域
は
、
農

家
数
の
減
少
と
と
も
に
核
家
族

化
・
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
展

し
、
居
住
の
減
少
に
よ
り
限
界
集

落
化
し
て
き
て
い
る
。
将
来
、
農

村
集
落
の
様
々
な
機
能
が
低
下

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
活
環
境
も

守
れ
な
く
な
る
。
　
　
　
　
　
　

　
今
後
、
農
振
除
外
の
特
例
や
居

住
に
限
っ
た
小
規
模
な
開
発
行
為

を
、
集
落
周
辺
や
国
・
県
道
の
沿

線
で
将
来
的
に
周
囲
の
農
地
に
支

障
の
及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
、
要
件

緩
和
な
ど
の
柔
軟
な
対
応
や
、
市

長
裁
量
の
中
で
居
住
を
促
進
し
人

口
定
着
を
図
る
よ
う
な
施
策
展
開

が
で
き
な
い
か
。

〔
産
業
部
長
〕
今
後
、
農
家
数
や

農
家
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

集
落
の
維
持
機
能
の
低
下
や
遊
休

農
地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

農
振
除
外
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
に
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
正

さ
れ
、
除
外
の
要
件
が
厳
し
く
な

り
ま
し
た
。
本
市
で
は
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
受
益
地
は
、
事

業
完
了
後
８
年
経
過
す
る
平
成
34

年
頃
ま
で
は
農
振
除
外
で
き
な
い

状
況
で
す
。

　

市
長
の
裁
量
に
つ
い
て
は
、
国

営
か
ん
が
い
事
業
の
受
益
地
以
外

の
集
落
に
隣
接
す
る
農
用
地
は
除

外
で
き
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す

が
、
国
・
県
道
な
ど
の
幹
線
道
路

の
沿
線
で
あ
っ
て
も
、
要
件
を
す

べ
て
満
た
さ
な
い
と
除
外
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
対
策
の
拡
充
は

　
核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
保
育

需
要
が
増
加
し
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
待
機
児
童
の
解
消
対
策
と

し
て
、
認
可
外
保
育
所
が
補
完
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
特
例

と
し
て
認
可
保
育
所
の
定
員
が
増

員
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
定
員
の
増

員
が
不
確
定
な
こ
と
か
ら
、
認
可

外
保
育
所
で
は
、
入
所
し
て
も
途

中
で
移
動
が
あ
る
た
め
運
営
上
大

き
な
影
響
が
あ
る
様
だ
。
認
可
外

保
育
施
設
が
、
認
可
施
設
の
補
完

と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
と
も
に

保
育
事
業
を
支
え
共
存
し
て
行
く

た
め
に
も
、
認
可
外
保
育
所
や
認

証
保
育
施
設
な
ど
へ
の
支
援
を
拡

充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〔
健
康
福
祉
部
長
〕
認
可
外
保
育

施
設
は
、
待
機
児
童
の
受
け
皿
と

し
て
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
個
性

的
な
保
育
が
可
能
で
様
々
な
特
徴

を
持
ち
、
本
市
の
重
要
な
保
育
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
平
成
23
年

度
は
市
の
単
独
補
助
で
あ
り
ま
す

「
小
規
模
保
育
施
設
事
業
費
補
助

金
」
の
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
に
は

「
山
形
県
認
可
外
保
育
施
設
す
こ

や
か
保
育
事
業
費
補
助
金
」
の
充

実
を
受
け
、
同
時
に
２
人
以
上
の

子
供
が
入
所
の
場
合
、
保
育
料
の

負
担
を
軽
減
す
る
支
援
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
今
冬
の
豪
雪
に
よ
る
空
き
家
の

倒
壊
や
、
周
辺
住
民
へ
の
危
険
家

屋
な
ど
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。

本
市
に
お
け
る
空
き
家
の
実
態
と

今
後
の
対
応
策
は
。

〔
建
設
部
長
〕
空
き
家
の
件
数
は

現
時
点
で
74
件
あ
り
、
う
ち
市
内

の
管
理
者
は
32
件
、
市
外
の
管
理

者
は
29
件
、
管
理
者
不
明
が
13
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

雪
害
対
策
と
し
て
は
、
降
雪
前

に
現
地
調
査
を
実
施
し
、
管
理
者

に
対
し
適
切
な
管
理
の
指
導
を
行

い
、
今
後
は
、
関
係
部
署
と
連
携

し
条
例
を
制
定
す
る
方
向
で
検
討

を
再
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

元気に遊ぶ、保育所の子どもたち

　

昭
和
54
年
２
月
の
臨
時
会
で

開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
３
月

定
例
会
初
日
に
は
『
き
も
の
議

会
』
を
開
催
し
て
お
り
、
平
成

24
年
３
月
定
例
会
で
34
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
基
幹
産
業

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

経
済
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
米

沢
織
物
業
界
の
振
興
と
活
性
化

を
支
援
す
る
た
め
、
本
会
議
へ

の
出
席
者
が
『
き
も
の
』
を
着

用
し
、
会
議
に
出
席
す
る
も
の

で
す
。

　

当
日
は
早
朝
か
ら
、
米
沢
繊

維
協
同
組
合
連
合
会
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
着
付
け
が
行

わ
れ
ま
す
。

周辺地域の居住促進
　人口定着に向けた対策について

代表質問

き
も
の
議
会

き
も
の
議
会

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
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日
にほんきょうさんとうしぎだん

本共産党市議団代表　高
たか

　橋
はし

　　壽
ひさし

　議員

　

新
潟
県
刈
羽
原
発
は
本
市
か
ら

約
１
２
０
㎞
に
位
置
し
、
原
発
が

７
基
。
07
年
の
中
越
沖
地
震
で
は

被
災
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま

た
、
原
子
炉
直
下
に
活
断
層
が
あ

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

市
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
直
視

し
て
危
険
回
避
策
を
と
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
市
長
〕
東
京
電
力
に
対
す
る
安

全
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
潟
県
や
山
形
県
と
と
も

に
連
携
し
て
の
広
域
的
な
対
応
、

働
き
か
け
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
保
税
な
ど
の
負
担
軽
減
で

安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療
・

介
護
制
度
に

　

国
保
税
の
負
担
が
重
く
、
介
護

保
険
料
も
４
月
か
ら
引
き
上
げ
ら

る
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て
か
か
れ

る
医
療
や
介
護
制
度
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
国
保
で

は
、
運
営
を
市
か
ら
県
に
移
行

（
広
域
化
）
す
る
計
画
に
な
っ
て

い
る
が
、
広
域
化
し
て
、
国
保
税

の
負
担
は
軽
減
に
な
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
国
の
方
針
で

平
成
30
年
を
目
標
に
市
町
村
国
保

が
都
道
府
県
単
位
へ
移
行
す
る
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
行
後
の
標
準
保
険
税
率
は
、

運
営
主
体
の
県
が
定
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
国
か
ら
具
体
的
な

試
算
方
法
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
現
段
階
で
は
税
額
が
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
。有

機
Ｅ
Ｌ
を
支
援
す
る

際
は
、
税
金
投
入
の
妥

当
性
を
明
確
に

　

有
機
Ｅ
Ｌ
関
連
事
業
へ
は
市
民

の
税
金
を
投
入
し
て
き
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て

経
済
的
な
波
及
効
果
、
雇
用
拡
大

な
ど
の
実
績
を
明
ら
か
に
し
、
今

後
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
公
表

し
、
市
民
の
合
意
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
本
市
で
は
、
有
機
Ｅ
Ｌ

の
研
究
支
援
に
、
平
成
23
年
度
末

ま
で
の
支
出
予
定
額
も
含
め
、
平

成
16
年
度
か
ら
の
８
年
間
で
、
総

額
１
億
４
８
０
５
万
円
の
支
出
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

支
援
の
成
果
や
今
後
の
展
望

は
、
地
域
産
業
全
体
の
波
及
効
果

が
大
き
く
、学
生
の
就
職・雇
用
の

場
の
創
出
、
地
元
採
用
社
員
の
拡

大
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
有
機
Ｅ
Ｌ
産
業
を
中

核
と
す
る
産
業
集
積
は
、
経
済
波

及
効
果
も
大
き
な
も
の
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
を
続
け
て

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
と
親
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
強
化
を

　

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
に

と
っ
て
「
早
期
発
見
、
早
期
療

育
」
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必

要
だ
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

〔
健
康
福
祉
部
長
〕
県
立
総
合
療

育
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
発

達
障
が
い
児
の
専
門
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
「
受
診
待

ち
」
の
状
況
が
長
期
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
米
沢
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
県
の
委
託
を
受
け
、
ひ
ま

わ
り
学
園
に
発
達
相
談
の
窓
口
を

設
け
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

24
年
４
月
か
ら
は
法
改
正
に
よ

り
障
が
い
児
支
援
を
強
め
る
こ
と

に
な
り
、
庁
内
の
関
係
機
関
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

「
発
達
障
が
い
児
も
含
め
た
障
が

い
児
支
援
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。県の委託を受け発達相談の窓口と

　　　　なっている『ひまわり学園』

豪
雪
に
よ
る

農
業
被
害
の
状
況
視
察

　

農
業
委
員
会
か
ら
、
今
冬
の
豪

雪
被
害
に
対
す
る
要
望
が
建
議
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
４
月
10
日

㈫
、
米
沢
市
農
林
業
振
興
議
員
連

盟
に
お
い
て
、
被
害
が
あ
っ
た
農

業
地
域
（
西
山
・
大
日
向
り
ん
ご

団
地
、
矢
子
堰
、
上
郷
地
区
堆
肥

保
管
施
設
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

被
害
状
況
は
甚
大
で
あ
り
、
生
産

者
に
対
し
て
は
、
早
急
に
雪
害
対

策
を
整
え
、
支
援
し
て
い
く
必
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
。

上郷地区堆肥保管施設 西山・大日向りんご団地

新潟県刈羽原発の危険性を
　直視し、対応すべきではないか

代表質問

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
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公
こうめい

明クラブ代表　山
やま

　田
だ

　富
ふ

佐
さ

子
こ

　議員

米
沢
市
防
災
会
議
に
女
性
委
員
を

登
用
す
る
考
え
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
防
災
会
議
へ
の
女
性
委
員
の

登
用
の
必
要
性
を
要
望
し
た
が
、

そ
の
後
検
討
が
な
さ
れ
た
の
か
伺

い
た
い
。

〔
総
務
部
長
〕
現
時
点
に
お
け
る

女
性
委
員
は
１
名
と
少
な
い
委
員

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
検
討
し
た

結
果
、
女
性
の
登
用
だ
け
で
は
な

く
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体
か
ら

も
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
条
例
の
改
正
案
を
３
月
定
例
会

に
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
や
核
家
族
化

に
よ
り
、
子
育
て
の
不
安
や
、
仕

事
と
家
庭
の
両
立
の
負
担
等
を
考

え
る
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
本

市
に
お
い
て
平
成
23
年
５
月
現

在
、
23
施
設
９
７
０
名
が
利
用

し
、
障
が
い
を
も
つ
児
童
は
20
名

利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
か

ら
の
支
援
の
ほ
か
に
、
本
市
独
自

の
支
援
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

〔
健
康
福
祉
部
長
〕
施
設
借
り
上

げ
料
に
対
す
る
補
助
率
を
70
％
か

ら
80
％
に
拡
充
し
、
平
成
24
年
度

予
算
に
計
上
し
支
援
の
充
実
を

　

孤
独
死
は
、
高
齢
化
社
会
と
人

間
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
ま
す
ま

す
急
増
す
る
と
考
え
る
。
本
市
に

お
い
て
障
が
い
者
と
暮
ら
す
家

族
、
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
兄

弟
の
み
世
帯
の
把
握
は
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
地
域
と
行
政
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
連
携
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

〔
健
康
福
祉
部
長
〕
本
市
で
把
握

し
て
い
る
住
民
情
報
か
ら
、
障
が

い
者
の
世
帯
情
報
の
判
断
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地
域
と
の

情
報
共
有
に
は
慎
重
を
期
し
な
が

ら
も
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ

図
っ
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、
本
市

の
独
自
の
補
助
制
度
の
制
定
は
困

難
で
あ
り
、
障
が
い
児
受
け
入
れ

児
童
数
に
応
じ
た
補
助
制
度
を
国

に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
文
化
複
合
施
設
近
く
に
作
ら

れ
る
予
定
の
、
仮
称
ま
ち
な
か
歴

史
公
園
の
代
わ
り
に
、
今
後
単
身

高
齢
者
の
増
加
な
ど
将
来
を
見
据

え
、
単
身
高
齢
者
の
市
営
住
宅
建

設
を
要
望
す
る
。
本
市
に
は
、
単

身
高
齢
者
が
入
居
で
き
る
市
営
住

宅
は
８
ヵ
所
あ
る
が
、
林
泉
寺
、

金
池
団
地
以
外
の
６
ヵ
所
は
、
中

心
部
か
ら
離
れ
て
お
り
、
買
い
物

や
病
院
に
行
く
の
も
不
便
な
場
所

に
あ
る
。
そ
こ
で
中
心
市
街
地
の

定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
や
、
近

く
に
市
立
病
院
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
で

生
活
で
き
る
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
、
全
国
に
発
信
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

〔
建
設
部
長
〕
基
本
的
に
は
公
営

住
宅
は
今
後
人
口
減
少
か
ら
増
や

さ
な
い
と
い
う
基
本
方
針
で
は
あ

り
ま
す
が
、
公
営
住
宅
の
長
寿
命

化
計
画
を
近
々
策
定
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
中
で
再
度
議
論
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

う
、
市
の
デ
ー
タ
ー
を
精
査
し
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
・
各
種
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
そ
し
て
地

域
と
の
連
携
の
も
と
、
世
帯
状
況

把
握
や
危
険
回
避
な
ど
の
方
策
に

つ
い
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

多くの児童が通う、放課後児童クラブ

市議会のホームページ
　会議録、市議会の概要、市議会だより、悪臭問題特別委員会の活
動の様子などを紹介しています。また、本会議の様子を録画中継し
ております。アドレスは下記のとおりですのでぜひご覧ください。

議会を傍聴
してみませんか

本会議、委員会ともに、受付で住
所、氏名などを記入するだけでど
なたでも傍聴できます。お気軽に
お越しください。
　　次回の定例会は６月に
　　 　開催されます。

命と暮らしを守る
安心・安全なまち｢米沢｣を目指して

代表質問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
に
つ
い
て

孤
独
死
を
防
止
す
る
た
め
に

単
身
高
齢
者
の
市
営
住

宅
建
設
を
要
望
す
る

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

http://www.city.yonezawa.yamagata.jp/gikai/gikaihome.html
詳しくは議会事務局へお問い合わせください。
ＴＥＬ２2-5111（内線5623・5624）
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せいりんかい

鱗会代表　山
やま

　村
むら

　　明
あきら

　議員

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　

最
近
の
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
へ
の
企
業
誘
致
は
、
市
内
企
業

が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
れ
は
企
業
誘

致
で
は
な
く
引
っ
越
し
で
は
な
い

か
。
県
外
・
市
外
の
企
業
が
本
市

へ
移
転
し
新
し
い
雇
用
が
生
ず
る

形
で
あ
る
べ
き
だ
。
関
東
近
辺
や

市
外
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
産
業
部
長
〕
国
内
の
企
業
誘
致

状
況
は
、
海
外
移
転
が
急
速
に
拡

大
し
て
お
り
、
工
場
立
地
の
最
低

条
件
と
し
て
交
通
ア
ク
セ
ス
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
他
、
そ
の
地
域
に

連
携
協
力
で
き
る
企
業
が
、
ど
の

程
度
あ
る
か
を
重
要
視
し
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
企
業
誘
致

を
進
め
る
前
提
に
は
、
地
域
内
企

業
の
転
出
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で

あ
り
、
地
元
企
業
が
地
元
で
大
き

く
成
長
し
、
地
域
内
が
活
性
化
し

足
腰
の
強
い
地
域
の
産
業
構
造
が

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
市
外
・
県

外
か
ら
の
企
業
立
地
を
呼
び
込
む

事
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
市
内
外
企
業
に
こ
だ
わ
ら
な

い
誘
致
活
動
も
大
事
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
は
製
造
業
の
町
。
団
塊
の

世
代
が
退
職
の
年
齢
と
な
り
、
多

く
の
熟
練
の
製
造
業
の
方
々
も
退

　

高
速
道
路
の
仮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
市
内
の
渋
滞
箇
所
に
近
い

所
に
設
置
要
望
を
し
て
い
る
が
、

渋
滞
へ
の
対
応
策
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
国
道
13
号
の
４
車

線
化
が
、
北
は
尾
花
沢
市
ま
で
順

調
に
進
ん
で
い
る
が
、
南
は
上
山

市
ま
で
で
南
に
進
ん
で
こ
な
い
。

県
庁
と
米
沢
・
置
賜
間
の
国
道
で

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
迂
回
路
が
な

い
。
高
速
道
路
の
要
望
が
前
面
に

出
て
い
る
た
め
に
国
道
13
号
の
４

車
線
化
は
ご
ま
か
さ
れ
て
き
た
の

早急な対応が望まれる国道13号の4車線化

職
と
な
る
。
各
業
界
や
企
業
か
ら

開
発
要
望
や
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取

り
、
熟
練
工
の
方
々
に
造
っ
て
い

た
だ
き
新
製
品
を
開
発
し
、
本
市

の
産
業
を
伸
ば
す
こ
と
で
八
幡
原

企
業
の
受
け
皿
に
な
る
。
そ
の
よ

う
な
も
の
に
対
す
る
取
り
組
み
の

姿
勢
を
お
聞
き
し
た
い
。

〔
産
業
部
長
〕
多
く
の
企
業
で
、

能
力
の
あ
る
方
々
に
嘱
託
的
な
身

分
で
手
伝
っ
て
欲
し
い
と
の
お
話

も
聞
い
て
お
り
、
市
も
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
ま
た
、
自
動
車
産
業

の
組
織
で
も
こ
の
よ
う
な
方
々
を

活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
話
も
あ

る
。

　

大
学
で
は
、
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
能
力
を
生
か

し
、
養
成
講
座
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

で
は
な
い
か
。
国
へ
の
要
望
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
建
設
部
長
〕
追
加
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
伴
う
渋
滞
緩
和

策
は
、
国
道
13
号
か
ら
県
道
万
世

窪
田
線
ま
で
の
１
・
４
㎞
の
４
車

線
化
早
期
着
工
の
要
望
活
動
を
、

平
成
23
年
度
か
ら
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
米
沢
高
畠
線
の
４
車
線
化

の
早
期
着
工
も
県
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
米
沢
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
西
側
２
・

４
㎞
は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
、
４
車
線
化
工
事
が
平
成

24
年
度
完
成
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
未
整
備
区
間
の
４
車
線
化

は
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。
国
に
対
し
て
は
山
形
河
川
国

道
事
務
所
長
、
東
北
地
方
整
備
局

長
に
要
望
し
て
お
り
、
国
会
議
員

に
対
し
て
は
、
重
要
事
業
に
つ
い

て
多
々
あ
り
ま
す
の
で
内
部
で
検

討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

車椅子利用者の方も傍聴できます
　本会議場には、昇降機を利用して、車椅子利用者の方が傍聴できる席（付き添
いの方を除き約５名分）があります。市役所正面玄関の総合案内にお声がけいた
だきますと、議会棟へ職員がご案内いたします。利用なさる方は、事前に議会事
務局に連絡をいただけますと円滑にご案内することができます。
　なお、定例会は６月、９月、12月、３月に開会される予定です。どうぞご利
用ください。　　　●議会事務局　ＴＥＬ22-5111（内線5623・5624）

市政運営方針について
代表質問

雇
用
と
産
業
創
出
に
つ
い
て

国
道
13
号
の
４
車
線
化
は

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh



一般質問

�よねざわ市議会だより　第１２３号
平成２４年５月１日

〔
市
長
〕

〔
健
康
福
祉
部
長
〕

〔
総
務
部
長
〕

〔
市
長
〕

〔
教
育
長
〕

〔
健
康
福
祉
部
長
〕

〔
教
育
指
導
部
長
〕

　

長
寿
を
支
え
る
た
め
に
介
護
の
充
実
が

必
要
だ
。
し
か
し
、
介
護
保
険
法
の
改
正

は
国
民
負
担
増
と
介
護
給
付
費
の
削
減
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
施
設

に
も
入
れ
な
い
、
在
宅
で
も
暮
ら
せ
な
い

「
介
護
難
民
」
が
生
ま
れ
か
ね
な
い
。
多

く
の
方
の
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

い
う
願
い
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
市
役
所

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
市
内
４
ヶ

所
の
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
で
、
相

　

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
が
28
・

２
％
の
大
幅
値
上
げ
に
な
る
。
一
般
財
源

の
投
入
で
、
せ
め
て
月
５
０
０
０
円
以
内

　

米
沢
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
第
４
期

実
施
計
画
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
の
市
税
収
入
額
が
平
成
23
年
度
見

込
み
決
算
額
に
対
し
て
減
少
傾
向
の
予
測

と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
ま
で
に
14
億
５
４
０
０
万
円

も
の
公
共
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
す

こ
と
と
し
た
理
由
と
、
今
後
の
公
共
施
設

の
建
設
や
維
持
修
繕
に
支
障
は
な
い
の
か

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

青
少
年
育
成
と
い
う
大
局
的
な
観
点
か

ら
、
本
市
の
青
少
年
育
成
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

『
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
』
へ

の
本
市
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
議
会
設
置
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。　

　

本
市
が
取
り
組
む
武
道
に
対
す
る
学
校

教
育
に
お
い
て
、
ど
の
武
道
を
選
択
し
、

指
導
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
先
生

方
は
指
導
能
力
に
達
し
た
資
格
を
持
っ
て

い
る
の
か
。
武
道
の
精
神
を
理
解
し
た
上

で
指
導
を
行
っ
て
い
け
る
か
。
安
全
管
理

の
徹
底
、
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成

さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

 

各
圏
域
に
委
託
す
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
４
ヶ
所
整
備
し
、
直
営

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
圏
域
を

持
た
な
い
場
合
に
は
、
市
が
統
括
的
役
割

を
担
い
、
総
合
的
相
談
機
能
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

一
般
財
源
か
ら
の
繰

り
入
れ
は
適
当
で
は

な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　

 

平
成
24
年
度
に
お
い
て
、

 

様
々
な
担
当
部
署
が
連
携
を
取

 

青
少
年
育
成

 

子
ど
も
、
若
者
に
対

 
平
成
24
年
度
の
第
１

白し
ら
ね
ざ
わ

根
澤
澄す

み
こ子

中な
か
む
ら村

　
圭け

い
す
け介

相あ
い
た田

　
光み

つ
て
る照

木き
む
ら村

　
芳よ

し
ひ
ろ浩

議
員

議
員

議
員

議
員

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
お
さ
え
、

長
寿
を
支
え
る
介
護
に

米
沢
市
の
財
政
予
測
に
つ
い
て

青
少
年
を
育
成
す
る
環
境
と

　
　
　  

教
育
の
推
進
に
つ
い
て

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た

　
　
本
市
の
指
導
内
容
に
つ
い
て

年
少
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の
廃
止

に
よ
る
影
響
等
か
ら
個
人
住
民
税
は
大
幅

な
伸
び
を
想
定
し
、
固
定
資
産
の
評
価
替

え
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
大
幅
減
や
経
済

の
先
行
き
不
透
明
感
を
反
映
し
た
法
人
市

民
税
の
減
少
を
勘
案
し
全
体
と
し
て
減
額

に
な
る
と
推
計
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
等

整
備
基
金
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
財
源

不
足
に
補
填
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
一
定

額
を
確
保
し
公
共
施
設
整
備
の
備
え
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
建
設
、
改
修
に
つ
い
て
は
今
後
、
全

庁
的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
総
合
的
な
政
策
対
応
を
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

へ
の
つ
な
が
り
を
持
ち
な

が
ら
、
庁
内
委
員
会
の
設

置
の
動
き
に
向
け
、
教
育

委
員
会
と
し
て
協
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

学
年
・
第
２
学
年
の
武
道
で
行
う
種
目
は

談
体
制
を
確
立
し
て
は
ど
う
か
。

に
す
る
対
策
を
と
れ

な
い
か
。

す
る
各
課
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
交

柔
道
を
予
定
し
、
第
３
学
年
に
お
い
て
も

選
択
は
柔
道
を
行
う
予
定
で
す
。
市
内
８

校
中
７
校
に
有
資
格
者
の
教
員
が
配
置
を

さ
れ
て
お
り
、
生
徒
の
関
心
・
意
欲
・
態

度
、
技
能
の
面
、
知
識
の
面
で
目
標
を
立

て
、
現
在
指
導
計
画
の
作
成
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
安
全
が
一
番
で
あ
り
、
武
道
は

大
き
な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
危
険
性
の
高
い

種
目
で
あ
り
ま
す
の
で
、
文
部
科
学
省
の

指
導
の
も
と
、
安
全
の
確
保
・
ケ
ガ
の
防

止
に
配
慮
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
、
そ
れ
に
沿
っ
て

指
導
を
行
う
よ
う
に

各
学
校
を
指
導
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

換
を
行
う
た
め
、
関
係
各
課
か
ら
な
る
、

「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
係
る
連
絡

会
議
」
を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
最
終
的
な
到
達
地
点
と

し
て
は
、
『
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協

議
会
』
の
設
定
だ
と
今
は
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

米沢市地域包括支援センター
（市役所内）



一般質問

〔
産
業
部
長
〕

〔
市
長
〕

〔
産
業
部
長
〕

〔
市
長
〕

〔
教
育
指
導
部
長
〕

〔
企
画
調
整
部
長
〕

〔
市
長
〕

　

本
市
の
森
林
面
積
は
４
万
２
１
３
７
ha

で
、
市
の
面
積
の
77
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
木
材
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

間
伐
材
や
製
材
く
ず
、
稲
わ
ら
、
も
み

殻
、
果
樹
の
剪
定
枝
、
庭
木
な
ど
の
未
利

用
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

し
、
工
業
や
農
業
に
使
う
こ
と
で
地
域
循

環
が
で
き
る
。
ま
た
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

本
市
で
製
造
し
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や

農
業
用
ハ
ウ
ス
暖
房
の
普
及
と
利
用
促
進

 

「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
」
に
つ

い
て
、
仕
事
と
育
児
・
家
事
と
の
両
立
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
就
業
で
き
な
い
大
き

な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
と

し
て
、
企
業
が
取
り
組
む
「
次
世
代
育
成

支
援
策
推
進
法
」
に
基
づ
い
て
の
対
策

と
、
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

　

子
育
て
は
経
済
的
負
担
が
多
い
こ
と
か

ら
、
子
供
の
医
療
費
助
成
を
小
学
校
１
年

生
ま
で
引
き
上
げ
た
が
、
他
市
町
村
と
比

較
し
て
依
然
と
し
て
低
い
状
況
に
あ
る
。

も
っ
と
拡
充
す
べ
き
だ
が
、
今
後
の
方
針

は
ど
う
か
。

　

文
部
科
学
省
は
、
「
所
得
を
始
め
と
し

た
様
々
な
家
庭
環
境
の
差
異
が
学
力
の
差

や
進
学
機
会
に
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と

い
う
調
査
結
果
を
出
し
て
い
る
。
本
市
の

教
育
委
員
会
と
し
て
の
認
識
と
対
策
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
で
、
新

文
化
複
合
施
設
整
備
費
２
億
６
７
４
２
万

円
が
計
上
さ
れ
、
内
容
は
基
本
設
計
、
実

施
設
計
、
用
地
取
得
等
で
あ
る
が
、
な

ぜ
、
ポ
ポ
ロ
館
跡
地
に
新
図
書
館
建
設
を

決
定
し
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
根
拠
は
。

　

図
書
館
に
行
か
な
く
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
電
子
書
籍
を
貸
し
出
す
シ
ス
テ

ム
に
移
行
し
て
い
る
昨
今
、
数
十
年
先
を

見
据
え
た
図
書
館
建
設
と
は
思
え
な
い
が
。

　

市
民
が
主
役
に
な
り
市
長
が
主
役
に
な

ら
な
い
よ
う
に
願
う
。

 

平
成
24
年
度
か
ら
、
み
ど

　
　
　

 

「
米
沢
市
次
世
代
育
成
支
援
後
期

行
動
計
画
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
全

 

本
市
に
お
い
て
も
、
少
子

 

「
子
供
の
医
療
費
助
成
は
、
財
政

 

家
庭
環
境
に
よ
っ
て
、

 

建
設
予
定
地
の
選
定

 

必
ず
１
０
０
年
た
っ
て
も
大
変

小こ

く

ぼ

久
保
広ひ

ろ
の
ぶ信

齋さ
い
と
う藤

千ち

え

こ

惠
子

髙た
か
は
し橋

　
義よ

し
か
ず和

鈴す
ず
き木

　
章あ

き
お郎

議
員

議
員

議
員

議
員

米
沢
を
生
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
・

　
　
　
　
　
米
沢
市
を
目
指
し
て

子
育
て
支
援
と
所
得
に
よ
る

　
　
　
学
力
格
差
対
策
に
つ
い
て

新
文
化
複
合
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
建
設
用
地
に
つ
い
て

庁
的
な
連
携
の
も
と
に
、
毎
年
そ
の
実
施

状
況
の
確
認
と
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
確
実
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

的
な
問
題
か
ら
、
小
学
１
年
生
ま
で
拡
充

し
ま
し
た
。
今
後
も
事
業
の
重
要
性
を
考

え
、
少
し
ず
つ
拡
大
し
て
い
く
考
え
で
お

本
来
持
っ
て
生
ま
れ
た
能
力
や
個
性
を
発

揮
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と

し
た
ら
大
き
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
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を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

り
環
境
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
市
有
林

の
間
伐
材
を
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る
な
ど
を
推

進
し
、
今
ま
で
林
地
に
残
さ
れ
て
い
た
未

利
用
間
伐
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
、

よ
り
積
極
的
に
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー

の
普
及
、
未
利
用
間

伐
材
の
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
行
く
こ

と
と
、
ペ
レ
ッ
ト
生

産
の
コ
ス
ト
軽
減
の

研
究
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

化
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
す
。
企
業
に
お

け
る
育
児
休
業
制
度
の
充
実
と
、
育
児
休

業
を
と
り
や
す
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、

少
子
化
対
策
と
し
て

も
重
要
で
あ
る
た

め
、
今
後
と
も
企
業

に
対
し
て
の
啓
発
活

動
な
ど
に
つ
い
て
積

極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
副

読
本
な
ど
は
、
個
人
負

担
を
な
く
し
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
を
少
な

く
す
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

に
当
た
っ
て
は
、
当
時
ポ
ポ
ロ
ビ
ル
の
所

有
者
よ
り
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
へ
の

協
力
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
都
市
再
生

整
備
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
ポ
ポ
ロ
ビ

ル
の
老
朽
化
問
題
や
、
ま
ち
の
広
場
と
の

連
携
活
用
と
い
う
視
点
で
、
当
該
用
地
が

最
適
で
あ
る
と
判
断
を
し
ま
し
た
。

良
い
も
の
が
で
き
た
と
い
う
ふ
う
に
、

後
々
の
市
民
の
方
か
ら
も
納
得
い
た
だ
け

る
も
の
と
強
く
信
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

木質ペレットを燃料とする
ストーブ
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�よねざわ市議会だより　第１２３号
平成２４年５月１日

〔
市
長
〕

〔
建
設
部
長
〕

〔
消
防
長
〕

　
道
路
除
雪
の
充
実
に
市
民
モ
ニ
タ
ー
を

募
り
克
雪
対
策
に
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ

い
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
除
雪
車
に
業
者

名
・
運
転
者
名
を
表
示
し
、
優
良
業
者
の

表
彰
を
提
案
す
る
。

　
雪
下
ろ
し
し
や
す
い
屋
根
の
改
修
工
事

に
対
す
る
助
成
を
で
き
な
い
か
。

　
消
防
の
水
利
施
設
は
十
分
か
。

　
　
　

  

除
雪
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

 

改
修
す
る
方
が
少
な
い
と

工く
ど
う藤

　
正ま

さ
お雄

議
員

本
市
の
豪
雪
対
策
に
つ
い
て

米沢市議会に関するアンケート調査
結　果　報　告

調査実施の背景と目的

調査の方法

市民委員を募集します（議会基本条例検討委員会）

調査の方法

 本市議会では、議会改革の必要性を認識し、先進地における取り組み等の調査・研究を基に議論を
重ねてまいりました。
 その中で、これまで以上に議会の公平性・透性の確保を図り、「市民の皆様の負託に応えられる議会」
「市民の皆様に開かれた議会」「市民の皆様との活発な意見交換を基に政策提言を行っていく議会」
などを目指して、議会の基本的運営事項を定めた「議会基本条例」を制定することにいたしました。
 そこで本市議会では、市民の皆様の本市議会に対する意向を把握することにより、市議会改革の方
向性を探り、また、適切な「議会基本条例」の内容とするために、平成２４年１月１９日から２月３
日までの期間、市民の皆様を対象に『米沢市議会に関するアンケート調査』を実施いたしました。
 今回のアンケート調査に際し、その趣旨をご理解いただき４０２名の方からご回答をいただきまし
た。ご協力いただきました市民の皆様、誠にありがとうございました。

　本市議会では、議会基本条例の制定に向け検討を進めております。そこで、市民の方にご意見等を
お伺いするため、上記委員会の市民委員を次のとおり募集することにいたしました。
１　対　　　象　５月１日現在で 20 歳以上の市内に住所を有する方
２　期間回数等　６月・７月の２か月間で４回程度、平日の 10 時から 16 時までの間で２時間程度。
３　人　　　数　２名程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　謝　　　礼　１回につき５，５００円
※応募・選考等詳しくは、平成24年5月18日まで議会事務局へご連絡ください。℡0238-22-5111（内線5621）

１　調査地域　米沢市全域
２　調査対象　２０歳以上の米沢市民
３　対象者数　１，５００人（男性７４９人、女性７５１人）
４　抽出方法　男女別、年齢比率により住民基本台帳から
　　　　　　　無作為抽出
５　調査方法　郵送による無記名アンケート調査
６　調査期間　平成２４年１月１９日～２月３日

１　発送数　１，５００名
２　回収数　　 ４０２名
３　回収率　   ２６．８％

昨
年
度
か
ら
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
方
々

の
勉
強
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
市
民
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
実
施

に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

予
想
さ
れ
考
え
て
は
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

雪
下
ろ
し
が
不
要
な
屋
根
の
改
修
へ
の
助

成
で
あ
れ
ば
制
度
内
容
や
方
法
な
ど
調
べ

な
が
ら
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

 

豪
雪
の
場
合
は
非
番
職
員
に

よ
る
除
雪
も
行
い
、
周
辺
地
で
は
消
防
団

員
に
お
願
い
し
消
防
水
利
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。
水
利
施
設
は
必
要
性
を
考
慮

し
毎
年
新
設
し
、
10
年
前
と
比
べ
る
と
、

１
０
０
基
以
上
新
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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問１　あなたの性別と年齢をお聞かせください。
402 人の方からご回答をいただきました。回答者に占める女性の割合が 51.7％となり、年代が高くな
るにつれて回答率も高くなっています。

問２　あなたは、市議会に関心がありますか。
「ある」「少しある」を合わせると 75.1％の方が市議会に関心を持っておられます。

問３　米沢市議会では年４回（５月・８月・
　　　１１月・２月）市議会だよりを発行
　　　していますが、市議会だよりを読ん
　　　だことがありますか。
「どの記事も読む」「関心のあるものだけ
読む」を合わせると、71.4％の方が何らかの
関心をもって読んでおられます。

問４　問３で「ほとんど読まない」「読ま
　　　ない」「しらない・見たことがない」
　　　と答えられた方は、どのような理由
　　　で読まないのでしょうか。
「関心がない」が50％と高く、「発行され
ていることを知らなかった」が28.1％と次い
で高くなっています。

05 0 100 150 200 250 300
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問１　性別と年齢
　（性別）

問２　市議会に関心があるか。

問３　市議会だよりを読んだことはあるか。 問４　問３で③、④、⑤と答えられた方は、どのような
　　　理由で読まないでしょうか。	

問２　市議会に関心があるか。

問１　性別と年齢
　（性別）

①男性
38.1%
153人

①ある
27.6%
111人

①どの記事も読む
 20.4%
82人

①関心がない
50.0%
57人

②女性
51.7％
208人

②少しある
47.5%
191人

②関心のあるものだけ読む
51.0%
205人

②読みにくい・分かりにくい
16.7%
19人

無回答
10.2％
41人

無回答
1.0%
4人

無回答
0.2%　1人

無回答
5.3%
6人

③ない
23.9%
96人

③ほとんど読まない
14.9%
60人

④読まない
6.0%　24人

⑤知らない・見たことがない
7.5%　30人

③発行されている
ことをしらなかった

28.1%
32人

集 計 結 果集 計 結 果

①20代 25.0% 62.5% 3.1%

0.0%

1.0%15.5%

9.4%

④50代 41.1% 26.0%

②30代 51.2% 37.2% 0.0%

1.4%

1.3%

11.6%

⑤60代 52.4%31.1%

③40代 51.5% 20.6%27.9%

⑥70代以上 52.6% 10.5%35.5%

①ある ③ない②少しある 無回答

31.5%

①20代 176人32人 回答率 15.4%

④50代 198人73人

②30代 206人44人 回答率 17.6%

回答率 27,1%

回答率 26.9%

回答率 37.0%

回答率 33.2%

⑤60代 177人104人

③40代 188人70人

⑥70代以上 155人77人

無回答 2人

回答数 未回収数

0 50 100 150 200 250 300



問５　あなたは、市議会が担っている役割についてどのように評価しますか。
（１）行政へのチェック機能、（２）市民の要望に応えている議会、（３）市民とのパイプ役、
（４）政策の提言の４項目において、「評価する」「ある程度評価する」を合わせて 30％～ 40％と
　　　なり、いずれも 20％前後の方が「わからない」と答えられました。

問６　あなたは、市議会の本会議などを見たこ
　　　とがありますか。（複数回答可）

「テレビ（NCV）で見たことがある」が35.3％
と圧倒的に多く、しかしながら半数を超える
53.0％の方が「見たことがない」と答えられま
した。

問８　あなたは、市議会が取   
　　　り組む課題は何だと思
　　　 いますか。
　　　　　  　　（複数回答可）

「適正な議員定数の検討」が
52.2％、「適正な議員報酬の検
討」が45.0％と高い割合となり
ました。また、「政策提言の
機能を強化すること」「議案
などをチェックする機能の向
上を図ること」が30％台と、
その課題への取り組みが求め
られているようです。

問７　あなたの意見や市民の声が市議会に反映
　　　されていると思いますか。

「思わない」が40.5％と多く、「わからない」
が25.9％と比較的高い割合となりました。

�よねざわ市議会だより　第１２３号
平成２４年５月１日

⑴　行政へのチェック機能 ⑶　市民とのパイプ役⑵　市民の要望に応えている議会 ⑷　政策の提言

①評価する
 5.7%
23人

②ある程度
評価する
36.1%
145人

③あまり評価しない
 24.9%
100人

⑤わからない
23.6%
95人

④評価しない
6.5%  26人

①評価する
3.5%
14人

①評価する
7.5%
30人

①評価する
4.2%
17人

②ある程度
評価する
34.1%
137人

②ある程度
評価する
30.6%
123人

②ある程度
評価する
 27.6%
111人

③あまり評価しない
29.4%
118人

③あまり評価しない
27.9%
112人

③あまり評価しない
30.6%
123人

無回答
3.2%  13人

無回答
2.5%  10人

無回答
2.0%  8人

無回答
3.5%  14人

⑤わからない
18.9%
76人

⑤わからない
18.9%
76人

⑤わからない
21.6%
87人

④評価しない
11.7%  47人

④評価しない
13.2%  53人 ④評価しない

 12.4%  50人

問７　あなたの意見や市民の声が市議会に反映されてい
　　　ると思うか。

問６　市議会の本会議などを見たことがあるか。　　　
　　　　　　　　　　（複数回答可）（ｎ＝402）

問８　市議会が取り組む課題は何だと思うか。　
　　　　　　　　　（複数回答可）（ｎ＝402）

①思う
1.7%
7人

②やや思う
 27.4%
110人

無回答
4.5%
18人

③思わない
40.5%
163人

④わからない
25.9%
104人

①議場で傍聴したこ 
　とがある

③ テ レ ビ(NCV)で
　見たことがある

④見たことがない

①議案などをチェックする機能の
　向上を図ること

⑤市議会ホームページの充実

⑥議会だよりの充実

③市議会が主催する各地区へ出向
　いての議会報告会の開催
④現在実施している本会議の録画放送を
　 生放送（ライブ放送）に切り替える

⑦常任委員会や予算・決算特別委員会など 
　 のインターネットやテレビ(NCV)での放送

②政策提言の機能を強化すること

⑧適正な議員定数の検討

⑨適正な議員報酬の検討

⑩その他

無回答

無回答 

②市議会ホーページ
　で見たことがある

8.5%

31.8%

37.8%

22.6%

8.0%

7.7%

16.4%

17.4%

52.2%

45.0%

5.0%

35.3%

53.0%

1.7%

34人

128人

152人 

91人 

32人 

31人 

66人 

70人

210人

181人

11人

41人

2.7%

10.2%

20人

7人

142人

213人

0

0

50

50

100

100

150

150

200

200

250

250
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３
月
６
日
～
８
日
に
開
か
れ
た
常
任
委
員
会
か
ら

質
疑
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
米
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

条
例
の
設
定
に
つ
い
て　
　
　

　

　

本
案
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の

全
部
改
正
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

〔
委
員
〕
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
委
員
に
つ
い
て
、
競
技
か
ら
離

れ
て
何
年
も
経
つ
と
い
う
方
よ
り

も
、
競
技
に
今
携
わ
っ
て
い
る

方
々
を
選
べ
な
い
か
。

〔
体
育
主
幹
〕
現
場
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
々
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
に
よ
る
災
害
に
係
る
被
災
者

等
に
対
す
る
入
湯
税
の
課
税
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
　

本
案
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
等
に
係
る
入
湯
税
の
課
税
免

除
措
置
の
期
間
が
終
了
す
る
た
め

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〔
委
員
〕
市
内
の
温
泉
地
で
の
、

避
難
者
の
数
は
。

〔
危
機
管
理
主
幹
〕
山
形
県
で
把

握
し
て
い
る
数
字
で
、
平
成
24
年

２
月
23
日
現
在
で
、
旅
館
、
ホ
テ

ル
に
二
次
避
難
で
宿
泊
し
て
い
る

方
は
42
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

▼
米
沢
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
介
護
保
険
法
で
３
年

ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
の
保
険
料
率
の
改
定

を
行
お
う
と
す
る
ほ
か
、
規
定
の

整
備
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

〔
委
員
〕
要
支
援
、
要
介
護
を
予

防
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
事
業

及
び
啓
蒙
に
つ
い
て
は
。

〔
高
齢
福
祉
課
長
〕
元
気
な
方
を

対
象
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
健
康

を
保
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催

し
て
い
る
一
次
予
防
事
業
、
ま

た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ

な
い
も
の
の
、
足
腰
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
部
分
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
な
る

恐
れ
が
高
い
方
を
対
象
と
し
て
行

う
二
次
予
防
事
業
が
あ
り
ま
す
。

二
次
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付
し
て
対

象
者
の
把
握
に
努
め
、
対
象
者
に

は
、
運
動
機
能
向
上
、
栄
養
改

善
、
口
腔
ケ
ア
等
の
通
所
事
業
、

訪
問
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
要
支
援
一
、
二
の

方
に
、
介
護
保
険
か
ら
提
供
す
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
高
齢
者
が
増
加
し
、
介

護
保
険
料
が
値
上
が
り
し
て
い
く

中
で
、
体
力
が
低
下
し
て
き
た
方

が
徐
々
に
出
不
精
に
な
り
、
要
支

援
、
要
介
護
に
な
っ
て
い
く
の
が

現
状
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
先

手
を
打
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
、

一
層
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
予
防
事
業
へ
の
参
加

に
つ
い
て
の
啓
蒙
に
力
を
入
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。

▼
米
沢
市
人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
グ

ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
を
目
指
し
、
人
工
芝
サ
ッ

カ
ー
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
建
設
工
事
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

〔
委
員
〕
大
会
の
規
模
に
よ
っ
て

は
、
観
客
数
は
１
０
０
０
人
を
超

す
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
な
ど

の
休
憩
時
に
集
中
す
る
と
思
わ
れ

る
。
現
在
の
ト
イ
レ
の
計
画
数
で

は
混
雑
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
る

方
用
の
観
戦
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

べ
き
で
な
い
か
。

〔
教
育
管
理
部
長
〕
大
会
の
規
模

に
応
じ
て
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
な

ど
臨
時
的
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課
長
〕
ト
イ
レ
数
の

増
加
を
含
め
、
車
椅
子
利
用
者
の

観
戦
者
ス
ペ
ー
ス
な
ど
各
種
要
望

の
実
現
に
つ
い
て
は
、
設
計
の
変

更
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
構

造
的
な
問
題
や
予
算
的
な
面
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

〔
委
員
〕
施
設
周
辺
に
は
熱
中
症

対
策
と
あ
わ
せ
、
花
と
樹
木
に
覆

わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
の
一

貫
と
し
て
、
景
観
上
の
観
点
か
ら

も
適
切
な
樹
木
や
芝
の
植
栽
が
な

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

介護予防事業『よねざわ元気塾』の様子

平成24年10月に完成予定の人工芝サッカー場用地

常
任
委
員
会

総
務
文
教

民
　
生

産
業
建
設
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〔
委
員
〕
平
成
23
年
度
の
防
犯

灯
・
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

実
績
は
。

〔
環
境
生
活
課
長
〕
新
規
で
設
置

し
た
の
が
39
基
、
既
存
の
蛍
光
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
換
え
た
も
の
が
36

基
の
75
基
で
す
。

〔
委
員
〕
循
環
バ
ス
南
回
り
路
線

延
伸
の
可
能
性
は
。

〔
地
域
振
興
主
幹
〕
南
回
り
路
線

は
運
行
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
１
年
間
状
況
を
見
な
い
と

利
用
状
況
が
把
握
で
き
な
い
の

で
、
新
年
度
早
々
か
ら
南
回
り
路

線
以
外
も
含
め
て
、
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
外
国
人
の
通
称
名
変
更

は
、
形
式
的
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
受
理
せ
ざ
る
を
得
ず
、
犯
罪

等
の
温
床
に
な
り
得
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
基
準
を
設

け
る
べ
き
で
な
い
か
。

〔
市
民
課
長
〕
他
都
市
の
事
例
を

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
研
究

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
県
内
他
市
の
児
童
養
護

施
設
で
は
、
一
人
部
屋
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
の
対

応
は
ど
う
か
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
６
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
６
件
と
平
成
24
年
度
当

初
予
算
13
件
（
一
般
会
計
１
件
、
特
別
会
計
10
件
、
企
業
会
計
２
件
）
の
あ
わ
せ
て
19
件
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
審
査
の
中
か
ら
、
平
成
24
年
度
予
算
に
対
す
る
質
疑
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

〔
こ
ど
も
課
長
〕
興
望
館
を
運
営

し
て
い
る
緑
成
会
か
ら
も
要
望
を

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
現
施
設
で
可
能
か
ど
う
か
と

い
う
検
討
も
必
要
で
す
の
で
、
今

後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

〔
委
員
〕
職
員
の
時
間
外
勤
務
の

20
％
縮
減
は
可
能
か
。

〔
総
務
課
長
〕
組
織
の
見
直
し
、

業
務
の
見
直
し
を
引
き
続
き
行

い
、
無
駄
な
業
務
は
省
き
、
簡
素

化
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
れ
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
斎
場
の
老
朽
化
に
よ
り

収
骨
室
が
雨
漏
り
す
る
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
修
繕
、

改
築
が
必
要
で
な
い
か
。

〔
環
境
生
活
課
長
〕
建
物
自
体
が

老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
大
掛
か

り
な
修
繕
、
改
築
が
必
要
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
次
期
計

画
に
盛
り
込
み
、
計
画
的
に
修
繕

し
て
い
く
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
猿
害
対
策
と
し
て
、
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
活
用
は
。

〔
農
林
課
長
〕
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
万
世
・
山
上
地
区
と
と
も

に
、
平
成
24
年
度
は
新
た
に
南

原
・
三
沢
・
田
沢
地
区
を
加
え
、

生
息
調
査
と
追
い
払
い
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
「
お
し
ょ
う
し
な
シ
ョ

ッ
プ
」
を
本
市
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
も
の
に
す
る
た
め
に
、
ウ

ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
等
も
含
め
、
販
売

方
法
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

〔
農
林
課
長
〕
米
沢
産
農
産
物
の

認
知
度
を
上
げ
な
が
ら
、
販
路
拡

大
を
図
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
販
売
も

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

〔
委
員
〕
大
手
企
業
が
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
に
参
入
し
製
品
化
し
て
い
る

が
、
米
沢
市
と
し
て
の
優
位
性
は

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

〔
商
工
観
光
課
長
〕
ル
ミ
オ
テ
ッ

ク
が
進
め
て
い
る
の
は
、
照
明
用

有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
量
産
化
で
あ

り
ま
す
が
、
世
界
的
に
も
品
質
の

面
で
は
優
位
性
を
保
っ
て
お
り
ま

す
。
市
内
の
企
業
の
み
な
ら
ず
、

デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い
て
手
を
上
げ

て
き
て
い
る
多
く
の
小
さ
な
企
業

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

特
殊
分
野
で
の
開
発
が
米
沢
で
は

進
む
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
平
成
23
年
度
ま
で
実
施

し
て
き
た
愛
の
商
品
券
事
業
や
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
等
に
つ
い
て

は
、
団
体
育
成
を
図
る
観
点
か
ら

も
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
商
工
観
光
課
長
〕
愛
の
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
評
価
を

行
い
、
今
後
も
商
業
振
興
策
の
一

環
と
し
て
取
り
組
む
方
向
で
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
つ
い
て
は

緊
急
経
済
対
策
本
部
の
事
業
と
し

て
で
は
な
く
、
個
別
の
事
業
の
中

で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
本
市
の
除
雪
業
務
委
託

料
の
精
算
は
距
離
単
価
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
国
・
県
が
採
用
し
て

い
る
時
間
単
価
で
の
精
算
に
す
べ

き
で
な
い
か
。

〔
土
木
課
長
〕
距
離
単
価
と
時
間

単
価
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
短
所
が
あ

る
の
で
、
今
後
、
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

〔
委
員
〕
災
害
時
に
お
い
て
、
要

援
護
者
を
保
護
す
る
た
め
の
福
祉

避
難
所
は
重
要
な
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両

面
で
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〔
危
機
管
理
主
幹
〕
福
祉
避
難
所

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
社

会
福
祉
課
及
び
高
齢
福
祉
課
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

１人部屋の整備が望まれる興望館

世界の三大デザイン賞の一つ『レッドドット・デザ
イン賞』を受賞した有機ＥＬ照明 〝ＨＡＮＧＥＲ〝

予
算
特
別
委
員
会
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〔
委
員
〕
東
日
本
大
震
災
で
生
じ

た
瓦
礫
を
市
内
最
終
処
分
場
で
受

け
入
れ
す
る
場
合
の
放
射
性
物
質

の
検
査
状
況
は
。

〔
環
境
生
活
課
長
〕
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
分
析
は
、
排
出
す
る
自
治

体
側
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果

が
基
準
値
以
下
で
あ
れ
ば
受
け
入

れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
受

け
入
れ
先
の
市
内
最
終
処
分
場
に

つ
い
て
は
、
山
形
県
が
抜
き
打
ち

検
査
等
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の

際
に
は
本
市
も
同
行
し
て
お
り
ま

す
。

〔
委
員
〕
福
島
県
か
ら
本
市
へ
避

難
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
住
居
の

確
保
に
最
も
不
安
を
抱
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
国
・
県
に
対
し
て
住

宅
関
連
の
支
援
継
続
方
に
つ
い
て

強
く
要
望
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

〔
市
長
〕
当
分
の
間
は
本
市
の
雇

用
促
進
住
宅
、
民
間
ア
パ
ー
ト
に

公
費
で
居
住
で
き
る
よ
う
に
、

国
・
県
に
強
く
求
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

〔
委
員
〕
新
図
書
館
の
整
備
に
お

い
て
は
、
図
書
館
の
最
大
の
魅
力

で
あ
る
本
や
資
料
の
充
実
を
図

り
、
開
架
図
書
を
増
や
す
と
と
も

に
、
本
に
囲
ま
れ
た
魅
力
あ
る
図

書
館
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど

う
か
。

〔
文
化
課
長
〕
で
き
る
だ
け
開
架

冊
数
を
多
く
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

上
、
開
館
時
に
は
15
万
冊
程
度
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
案
で
ご
覧
い
た
だ
い

た
よ
う
な
、
本
に
囲
ま
れ
た
空
間

を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
理
工
系
離
れ
解
消
の
た

め
に
、
理
科
研
修
セ
ン
タ
ー
の
充

実
は
重
要
で
あ
り
、
予
算
の
増
額

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〔
教
育
指
導
部
長
〕
理
科
研
修
セ

ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
備
品
や
薬
品
等
が
そ

ろ
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
各
学
校
に

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高

校
と
の
連
携
を
う
ま
く
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
中
学
校
体
育
の
武
道
必

修
化
に
お
い
て
、
武
道
経
験
の
あ

る
教
諭
が
い
な
い
場
合
は
外
部
の

指
導
者
を
招
聘
し
、
子
供
た
ち
が

安
全
に
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う 理科研修センターで開催された中学生科学教室

３月定例会で審議された議案等
議案番号 件　　　　　　　　名 結果
報第１号 専決処分事件の報告について 了承
承第１号 専決処分事件の承認を求めることについて 承認
諮問１号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意

議第１号 よねざわ市民ギャラリーの指定管理者の指定に
ついて 可決

議第２号 米沢市市税条例の一部改正について 可決

議第３号
平成23年東北地方太平洋沖地震による災害に係
る被災者等に対する入湯税の課税の特例に関す
る条例の廃止について

可決

議第４号 米沢市消防本部等設置条例等の廃止等について 可決

議第５号
米沢市コミュニティセンターの設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の一部改正に
ついて

可決

議第６号 米沢市中央公民館の設置及び管理に関する条例
の一部改正について 可決

議第７号 米沢市スポーツ推進審議会条例の設定について 可決

議第８号 米沢市図書館の設置及び管理に関する条例の一
部改正について 可決

議第９号
米沢市公有地の拡大の推進に関する法律第４条
第２項第９号に規定する政令で定める規模の特
例に関する条例の設定について

可決

議第10号 米沢市印鑑条例及び米沢市手数料条例の一部改
正について 可決

議第11号 米沢市交通指導員設置条例の一部改正について 可決

議第12号 米沢市社会福祉法人助成の手続に関する条例の
一部改正について 可決

議第13号 米沢市障がい者施策推進協議会条例の一部改正
について 可決

議第14号 米沢市介護保険条例の一部改正について 可決

議第15号 米沢市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正について 可決

議第16号 米沢市暴力団排除条例の設定について 可決
議第17号 権利の放棄について 可決

議第18号 米沢市人工芝サッカー場グラウンド建設工事請
負契約の締結について 可決

議第19号 特定事業（米沢市公営住宅塩井町団地建替等事
業（１号棟））事業契約の一部変更について 可決

議第20号 米沢市市営住宅条例の一部改正について 可決
議第21号 米沢市下水道条例の一部改正について 可決

議第22号 平成23年度米沢市一般会計補正予算（第８号） 修正
可決

議第23号 平成23年度米沢市後期高齢者医療費特別会計補
正予算（第３号） 可決

議第24号 平成23年度米沢市下水道事業費特別会計補正予
算（第２号） 可決

議第25号 平成23年度米沢市水道事業会計補正予算（第１
号） 可決

議第26号 平成23年度米沢市立病院事業会計補正予算（第
２号） 可決

議第27号 平成24年度米沢市一般会計予算 可決

議第28号 平成24年度米沢市国民健康保険事業勘定特別会
計予算 可決

議第29号 平成24年度米沢市後期高齢者医療費特別会計予
算 可決

議第30号 平成24年度米沢市介護保険事業勘定特別会計予
算 可決

議第31号 平成24年度米沢市と畜場及び食肉市場費特別会
計予算 可決

議第32号 平成24年度米沢市青果物地方卸売市場費特別会
計予算 可決

議第33号 平成24年度米沢市下水道事業費特別会計予算 可決

議第34号 平成24年度米沢市農業集落排水事業費特別会計
予算 可決

議第35号 平成24年度米沢市物品調達費特別会計予算 可決
議第36号 平成24年度米沢市南原財産区費特別会計予算 可決

議第37号 平成24年度米沢市三沢東部財産区費特別会計予
算 可決

議第38号 平成24年度米沢市水道事業会計予算 可決
議第39号 平成24年度米沢市立病院事業会計予算 可決

議第40号 平成23年度米沢市一般会計補正予算（第９号） 修正
可決

議第41号 米沢市副市長の選任について 同意

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

〔
教
育
指
導
部
長
〕
学
校
に
よ
っ

て
専
門
の
担
当
者
が
い
な
い
場
合

は
、
体
育
実
技
派
遣
事
業
も
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
校
外
の

指
導
者
を
招
聘
し
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
に
は
万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
委
員
〕
新
設
さ
れ
る
人
工
芝
サ

ッ
カ
ー
場
に
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
用

の
ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

〔
教
育
管
理
部
長
〕
設
計
変
更
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

多
目
的
ト
イ
レ
の
中
に
設
置
す
る

等
、
追
加
工
事
で
検
討
い
た
し
ま

す
。
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　斜平山保全活用連絡協議会（斜平保活協）
（会長　石栗　正人　外１５名）

◆「脱原発」政策の実行を求める
　　　　　　　　　　　　　　意見書提出方請願

◆民・官協働事業による斜平山一帯の
 　　 「トレッキングゾーン」整備を求める請願

　

悪
臭
問
題
特
別
委
員
会
で
は
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
立
場

か
ら
悪
臭
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
、専
門
家（
臭
気
対
策
を
専
門
と
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
に
調
査
を
委
託
し
、
専
門
的
見
地
か
ら
助
言
を
得
る
た

め
の
調
査
を
実
施
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
速
や
か
な
実
施
に
向
け
、
３
月
定
例
会
の
委
員
会
で
は
、
堆

肥
製
造
事
業
者
を
参
考
人
と
し
て
招
致
し
、
調
査
へ
の
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

　

堆
肥
製
造
事
業
者
で
は
臭
気
の
更
な
る
低
減
に
向
け
て
脱
臭
装
置
の
増

設
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
委
員
会
と
し
て
も
専
門
家
か
ら
の

意
見
を
お
伺
い
し
、
脱
臭
方
法
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
よ
り
効
果
の
あ

る
脱
臭
方
法
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
の
養
豚
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
当
局
か
ら
悪
臭
改
善
に
向
け
た
計

画
が
提
出
さ
れ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
今
年
の

４
月
１
日
か
ら
、
２
階
建
て
豚
舎
で
の
交
配
を
中
止
し
、
平
成
25
年
３
月

ま
で
に
２
階
建
て
豚
舎
で
の
生
産
を
完
全
に
終
了
し
、
農
場
全
体
の
飼
育

頭
数
を
約
６
５
０
０
頭
か
ら
約
３
５
０
０
頭
へ
生
産
規
模
を
縮
小
し
、
発

６
月
８
日　

開
会
（
本
会
議
）

　
　

12
日　

一
般
質
問

　
　

13
日　

一
般
質
問

　
　

14
日　

一
般
質
問

　
　

15
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

18
日　

民
生
常
任
委
員
会

　
　

19
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

20
日　

悪
臭
問
題
特
別
委
員
会

　
　

21
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

26
日　

最
終
日
（
本
会
議
）

※
請
願
の
提
出
期
限
は
６
月
１
日

　

㈮
午
後
５
時
で
す
。

　
　

日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
の
際
は

　

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
２
―
５
１
１
１

（
内
線
５
６
２
３
・
５
６
２
４
）

　

今
冬
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
寒
波

か
ら
４
月
ま
で
、
厳
し
く
長
い

冬
で
し
た
。
吾
妻
の
『
白
馬
の

騎
士
』
も
鮮
明
に
現
れ
ず
、
雪

解
け
も
遅
れ
春
の
農
作
業
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
桜
前

線
は
着
実
に
北
上
し
、
桜
花
爛

漫
の
上
杉
ま
つ
り
が
待
ち
遠
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

就
職
・
入
学
な
ど
新
し
い
出

会
い
の
中
で
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
本
市
に
は
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福

島
か
ら
の
３
８
０
０
人
も
の
避

難
者
が
不
自
由
な
生
活
を
送
っ

て
お
り
、
ま
た
、
原
発
事
故
の

風
評
に
よ
る
影
響
も
残
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
震
災
や
豪
雪

と
い
う
苦
難
を
乗
り
越
え
、
必

ず
訪
れ
る
暖
か
な
春
や
、
明
る

い
将
来
に
向
か
っ
て
前
進
し
て

行
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
本
市
の

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
踏

ま
え
、
子
育
て
支
援
や
産
業
振

興
、
未
来
の
人
づ
く
り
の
た
め

の
教
育
振
興
に
力
を
注
ぎ
、

『
市
民
に
や
さ
し
い
』
『
市
民

と
協
働
』
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
編
集
委
員　

髙
橋
嘉
門
】

生
臭
気
の
総
量
を
相
当
程
度
減
少
さ

せ
た
い
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

養
豚
事
業
者
の
こ
の
た
び
の
改
善

計
画
は
、
企
業
と
し
て
大
き
な
決
断

で
あ
る
と
認
識
し
、
評
価
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

両
事
業
者
に
対
し
て
は
、
繰
り
返

し
申
し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

　

移
転
の
可
能
性
を
含
め
、
臭
気
の

　
　

低
減
に
向
け
て
、
今
後
と
も
真

　
　
　
摯
な
態
度
で
あ
ら
ゆ
る
方
策

　
　
　

を
検
討
さ
れ
る
よ
う
望
み
ま

　
　
　

す
。 

　　（米沢地区平和センター　議長　堀内　勉 ）

悪
臭
の
改
善
に
向
け
て

　
更
な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
６
月
定
例
会

日
程（
予
定
）の
お
知
ら
せ

あ

と

が

き
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